
 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべ
き目的（建学の精神，教育理念，使
命）を踏まえて，当該付属機関・委員
会の理念・目的を設定していること。
【約５００字】

　社会や組織の中にあっても，世界を見据えて自らの使命，役割を
自覚し，他者との「連携・共生」をはかりつつも，「個」として光
り輝く人材を育成するため，明治大学の各学部に設置される共通科
目（教育の情報化推進本部，日本語教育センター，資格課程委員会
及び学部間共通外国語教育運営委員会のそれぞれが運営する授業科
目を除く。）の授業計画を立案し，及びその円滑な運営を図る。

① 理念・目的の明確化
「明治大学学部間共通科目運営委員会規程」において，本委員会の
目的及び設置について明記している。
② 実績や資源から見た理念・目的の適切性
　本委員会ではこれまで，学部間共通総合講座，共通語学科目及び
選択体育実技（以下，各科目群）について，授業計画の立案及びそ
の運営を行ってきており，その実績に鑑み本委員会の理念・目的の
適切性は確保されている。

b ●当該付属機関・委員会の理念・目的
は，建学の精神，目指すべき方向性等
を明らかにしているか。
【約１００字】

　本委員会の中心的な検討対象である学部間共通総合講座は，この
教育理念・目的に基づいたカリキュラムの編成をしており，学部設
置のカリキュラムを基礎としながら，なお学部や文理の枠を越えた
学際的講義を学生に積極的に提供することにより，幅広い学問的視
野や問題発見能力，判断能力を培うことを主眼に置いている。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●理念・目的の適切性を検証するに当

たり，責任主体・組織，権限，手続き
を明確にしているか。また，その検証
プロセスを適切に機能させているか。
【約３００字】

　第１回目の委員会（2015年６月23日）において，理念・目的を確
認している（審議事項２「2016年度学部間共通総合講座授業計画策
定方針について」）。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目
的に照らし，適切であるか。学術の進
展や社会の要請と教育との適合性につ
いて配慮したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・
目的を実現するためにふさわしいもの
であるか。
【約３００字】

　共通科目の授業計画の立案及び円滑な運営を行うため，全学部か
ら委員を選出するとともに，教務部委員会が必要と認めた各科目群
の科目を担当する専任教員を選出し，学部横断的な組織として編
成，運営している。
1)　教務部長
2)　教務部長が指名する副教務部長１名
3)　各学部の教授会から推薦された専任教員各１名
4)　教務部委員会が必要と認めた授業科目を担当する専任教員若干

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するに
あたり，責任主体，・組織，権限，手
続きを明確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させ
て，改善に結びつけているか。
【約５００字】

　年度第１回目の委員会（2015年６月23日）において，本委員会の
委員構成を確認している。しかし，改善すべき点は指摘されていな
い。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 ３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する
姿勢等，大学として求められる教員像
を明らかにしたうえで，当該付属機関
の理念・目的を実現するために，教員
組織の編制方針を定めているか。ま
た，その方針を教職員で共有している
か。
【約４００字】

　明治大学が求める教員像及び教員組織の編制方針に基づき，学部
間共通総合講座の講座担当者は，本学教職員に加え，当該分野にお
いて，特に優れた知識及び経験を有する学外からの専門家を講師と
して招聘し，複数の講座においてこれを担当している。「学部間共
通総合講座運用内規」及び「2015年度学部間共通総合講座につい
て」において，コーディネーター，講座担当者及び講座開講申請に
ついて明記している。
　共通語学科目と選択体育実技は学部設置科目であるため，各学部
の方針に準ずる。

（２）付属機関等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備
a ◎方針と教員組織の編制実態は整合性
がとれているか。
【６００～８００字】

 学部間共通総合講座は，学部設置のカリキュラムを基礎としなが
ら，なお学部や文理の枠を越えた学際的講義を学生に積極的に提供
することにより，幅広い学問的視野や問題発見能力，判断能力を培
うため，「学部間共通総合講座運用内規」に基づいて学外講座担当
者を任用しており，整合性がとれている。
　共通語学科目と選択体育実技は，学部設置科目のため，各学部に
よって異なる。

教員組織を検証する仕組みの整備
b ●教員組織の適切性を検証するにあた

り，責任主体・組織，権限，手続を明
確にしているか。また，その検証プロ
セスを適切に機能させ，改善につなげ
ているか。
【６００～８００字】

 学部間共通総合講座は，新規の学外講座担当者の任用審査について
は，コーディネーター所属学部教授会での審議を経て，学部間共通
科目運営委員会及び教務部委員会に報告している。
  共通語学科目と選択体育実技は，学部設置科目のため，各学部に
よって異なる。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）総合講座等に学習成果を明示しているか

a ◎修得しておくべき学習成果等を明確
にしているか。
【約８００字】

　修得すべき学習成果は，各科目ごとに，「学部間共通総合講座シ
ラバス」に明記している。共通語学科目は，「各学部シラバス」に
明記し，選択体育実技は「選択体育実技パンフレット」に明記して
いる。

（２）総合講座等の教育課程の編成・実施方針を明示しているか。

a ◎学生に期待する学習成果の達成を可
能とするために，教育内容，教育方法
などに関する基本的な考え方をまとめ
た教育課程の編成・実施方針を設定し
ていること。
【約６００字】

　本学の教育目標である「国際的に通用する多彩な個性と，自由と
自治の精神を有する人材を養成する」ために，学部間共通の科目と
して，以下のような科目群を編成している。
  学生の学問的視野を広げて問題発見能力や判断力を養うために
「学部間共通総合講座」を設置している。この科目群には，初年次
教育に資するための「図書館活用法」等の科目，キャリア形成支援
科目としての「キャリア形成支援講座」等の科目，問題解決能力を
養うために実習や協同学習を重視した「シェイクスピアを上演しよ
う」等の科目を開講している。

（３）学習成果や教育課程の編成・実施方針が，大学構成員に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等に
よって，教職員・学生ならびに受験生
を含む社会一般に対して，周知・公表
していること。
【約１５０字】

シラバス，ホームページ等により，教職員・学生・受験生を含む社
会一般に対して周知している。

（４）学習成果や教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●学習成果や，教育課程の編成・実施
方針の適切性を検証するにあたり，責
任主体・組織，権限，手続を明確にし
ているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

年度第１回目の委員会(2015年６月23日)において検証を行った。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）総合講座等を授業科目を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開
設していること。
【６００字～８００字程度】

　学部間共通総合講座は，駿河台キャンパスにおいて38コマ，和泉
キャンパスにおいて24コマ，生田キャンパスにおいて10コマ（うち
黒川農場1コマ），中野キャンパスにおいて７コマ，その他１コマの
計80コマを開講（履修者総数：5,978人）した。
　共通語学科目は，和泉キャンパスにおいて，ロシア語22コマ（春
秋11コマずつ，履修者計：377名），スペイン語2コマ（春秋１コマ
ずつ，履修者計：６名）を開講した。文学部及び経営学部設置のロ
シア語を法，商，文，経営学部の学生に提供している。また，文学
部設置のスペイン語を政治経済学部の学生に提供している。
　選択体育実技は，駿河台キャンパスにおいて22コマ，和泉キャン
パスにおいて67コマ，生田キャンパスにおいて10コマ，中野キャン
パスにおいて12コマの計111コマを開講（履修者総数：2,587人）し
た。和泉キャンパスにおいては文系６学部の設置科目を当該６学部
の学生に提供し，駿河台キャンパスにおいては法，政治経済，文及
び情報コミュニケーション学部の学生に提供している。また，生田
キャンパスにおいては，理工学部・農学部の設置科目をそれぞれ両
学部の学生に提供しており，中野キャンパスにおいては，国際日本
学部の設置科目を総合数理学部へ提供している。

b ◎幅広く深い教養及び総合的な判断力
を培い，豊かな人間性を涵養する教育
課程が編成されていること
【２００字～４００字程度】

　学部間共通総合講座は，科目は７つの体系に分類して，開講して
いる。（①初年次教育・リベラルアーツ講座，②キャリア教育講
座，③国際社会講座，④時事講座，⑤ビジネス・専門実務講座，⑥
明治大学講座，⑦実習・実技・実践講座）。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあた
り，責任主体・組織，権限，手続を明
確にしているか。また，その検証プロ
セスを適切に機能させ，改善につなげ
ているか

「学部間共通科目」の検証については，教務部委員会の下に置かれ
る「学部間共通科目運営委員会」が責任主体となり，学部間共通総
合講座の他，共通語学科目，体育実技科目の学部間相互乗入れ等の
共通科目について検証を行っている。改善点として，学部間共通総
合講座において，増加傾向にある講座数の見直しを行うため，2014
年度から，開講講座について，講師の担当授業回数及び開講年数の
上限を設ける等の策定方針を改めた。また，2015年度から「出講
カード」を導入し，外部講師の出講状況を確認するための制度を明
確化した。2015年度は計３回委員会を開催した。

（２）総合講座等は相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

a ◎何を教えているのか。どのように
教育目標の実現を図っているのか。
【4００字程度】

  学部間共通総合講座は，学部設置のカリキュラムを基礎としなが
ら，なお学部や文理の枠を超えた学際的授業を提供することによ
り，学生の学問的視野を広げ，問題発見能力や判断力を養うもので
ある。各々の講座は，各分野で活躍するゲストを招き，現代社会で
話題となっている事柄，最先端の時事的なニュース等をテーマに取
り上げている。この講座を履修することにより，知的好奇心が刺激
され，自分が学んでいることの意義と目標を再認識し，学習意欲を
喚起することができる。

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価



 2015年度 学部間共通科目運営委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ３.教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）総合講座等の教育方法及び学習方法は適切か
学生の主体的参加を促す授業方法（特徴的な科目について履修者数，科目内容を説明，評価してください）

e ●学生の主体的な学びを促す教育
（授業及び授業時間外の学習）を
行っているか。
【なし～８００字】

　学部間共通総合講座の教育方法は，本学教員に加え，広く学外か
らその分野の専門家を講師として招聘し，一講座に対して複数の教
員によるオムニバス形式で講義を実施している。
　講義科目のほか，プロジェクトの立ち上げから運営までのプロセ
スを主体的な参画から学び，自然や社会，現場の生きた知恵や技術
から課題解決能力を育成する実習科目として，学生が自ら原作の翻
訳から舞台上演の企画運営を行い，実際に舞台を上演する「明治大
学シェイクスピアプロジェクト」のための科目である「シェイクス
ピアを上演しよう」（履修者36名）や，2012年度前期から正規科目
として設置している。
　また，大学と震災復興支援協定を締結した福島県新地町等での実
習を通じて復興支援を実体験から学ぶ「東日本大震災復興支援ボラ
ンティア」（履修者23名），「黒川農場実習」（履修者17名）等を
開講した。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

a ●シラバスと授業方法・内容は整合
しているか（整合性，シラバスの到
達目標の達成度の調査，学習実態の
把握）。
【約４００字】

　シラバスは執筆要領等に基づき，全ての科目において，全ての項
目について記述している。
　シラバスの到達目標の達成度の調査及び学習実態の把握について
は，毎回担当教員が異なっているため，コーディネーターに一任し
ているが，学期末に各科目履修者を対象に該当講座に関するアン
ケートを行っている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること
【約４００字】

　年度第1回目の委員会(2015年６月23日,審議事項３)において，自
己点検・評価結果を承認している。

（２）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改
善につながっていること
●学外者の意見を取り入れているこ
と
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，
Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）およびＡ
ｃｔｉｏｎ（改善）の具体的内容・
工夫

　学部間共通科目運営委員会の自己点検・評価は，各学部の教授会
から推薦された専任教員各１名，教務部委員会が必要と認めた授業
科目を担当する専任教員若干名の合計16名で構成され，委員長は教
務部長が務めている。年度第1回目の委員会(2015年６月23日,審議事
項３)において，前年度の自己点検・評価報告書を確認しつつ，検証
した結果，増加傾向にある講座の見直し等の課題が明確になり，年
度計画書に反映した。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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